
一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（二
三
）

奈
良

・

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
七
七
次
調
査
　
一
九
七
三
年

（昭
４８
）

一
月
１
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
坪
井
清
足

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
第

一
次
大
極
殿
院
南
門

・
南
面
築
地
回
廊
に
あ
た
る
場
所
で
、
調

査
面
積
は
四

一
二
〇
ポ
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
平
城
宮
造
営
以
前
の
下
ツ
道
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
七
人

人
、
大
極
殿
院
南
門
Ｓ
Ｂ
七
八
〇

一
、
大
極
殿
院
南
面
築
地
回
廊
Ｓ
Ｃ
五
六
〇

〇
、
楼
閣
建
物
Ｓ
Ｂ
七
八
〇
二
、
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
五
五
九
〇
な
ど
で
あ
る
。

木
簡
は
楼
閣
建
物
Ｓ
Ｂ
七
八
〇
二
の
柱
抜
取
穴
か
ら
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｂ
七
八

〇

一
は
Ｉ
期
の
大
極
殿
院
南
門
Ｓ
Ｂ
七
八
〇

一
の
東
側
、
南
築
地
Ｓ
Ｃ
五
六
〇

○
に
と
り
つ
く
よ
う
に
建
て
ら
れ
た
五
間
×
三
間
で
総
柱
の
東
西
棟
建
物
で
あ

る
。
総
柱
の
う
ち
側
柱
を
掘
立
柱
、
内
部
の
柱
を
礎
石
建
ち
と
す
る
。
掘
立
柱

掘
形
は
、
三

・
五
×
二

・
五
ｍ
、
深
さ
二

・
七
五
ｍ
と
い
う
超
大
型
の
も
の
で

あ
り
、
柱
自
身
も
出
上
し
た
柱
根
は
径
七
五
ｃｍ
と
い
う
宮
内
最
大
の
も
の
で
あ

る
。
Ｓ
Ｂ
七
八
〇
二
は
、
層
位
お
よ
び
木
簡
な
ど
か
ら
、
第

一
次
大
抵
殿
院
の

最
初
の
改
修
時

（Ｉ
ｂ
期
）
か
ら
天
平
勝
宝
五
年
ま
で
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。　
一
五
箇
所
あ
る
柱
穴
の
内
、　
〓

一箇
所
か
ら
計
二
四

今
つ
ち
削
り
暦
一
五

1977年以前出上の木簡

平含
城ニ
福ヨヨ
跡

□

硼
了 ヒ

鞠 朗

“

∝ 理

第一次大極殿院概念図



▲
八

五
）
点
が
出
土
し
た
。
建
物
の
廃
絶
に
と
も
な
い
一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
柱
の
番
付
は
東
南
を
基
点
に
、
北
ヘ
イ
か
ら
二
、
西
に

一
か

ら
六
と
し
た
。

こ
の
他
、
木
簡
状
木
製
品
が

一
三
点
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

楼
閣
建
物
Ｓ
Ｂ
七
八
〇
二
柱
抜
取
リ
　
イ
一

⑪
　
・
應
修
理
正
倉
□

・
　

肥
後
国
　
山
鹿
郡

右

『妙

法

蓮

華
』

　

　

　

（辞

甚

霞
＊

〔斤
力
〕

②

　

「
答

志

郷
奈

二
米

三
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（争

受

］泉

∞

楼
閣
建
物
Ｓ
Ｂ
七
八
〇
二
柱
抜
取
リ
　
イ
四

⑤
　
・
殿
守
二
升

〔之
国
庭
力
〕

□
　
　
『□
□
□
　
英
田
郡
国
□
肥
後
国
＝

＝合
志
郡〔酢
酬肥
余
□
□
□
□
□
　
』

・
　

　

□
□

□
□
□
　
　
日
日
日
日
日
日
日
日
日
□
英
田
郡
＝

Ｈ
□
□

□
□
口
□
□
□
留
□
　
　
（∞∞年
∞軍
瑶
Ｗ
ａ
ｘ
ト

楼
閣
建
物
Ｓ
Ｂ
七
八
〇
二
柱
抜
取
リ
　
イ
五

い

　

「
＜
右
家
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

溢
受
∞

楼
閣
建
物
Ｓ
Ｂ
七
八
〇
二
柱
抜
取
リ
　
イ
六

⑤

　

「馬
甘
赤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
と
受
銅

楼
閣
建
物
Ｓ
Ｂ
七
八
〇
三
柱
抜
取
リ
　
ロ
一

⑤

　

「
＜
伊
豆
国
田
方
郡
棄
妾
郷
戸
主
春
□

　

　

（蚕
∀
∞受
釦

楼
閣
建
物
Ｓ
Ｂ
七
八
〇
三
柱
抜
取
リ
　
ロ
六

六 五 四 三 ニ ー

東楼 SB7802柱穴番付図
(Oは掘立柱、回は礎石建ち)

Ｏ
μ
Ｏ

〇
∞
μ

〇
｝
Φ

柱
出土点数
(う ち削婿)

６

１

４

５

６

明

ハ

ニ

ニ

ニ

ニ

不

1( 0)
10( 0)
23 (  3)

50 ( 27)

121 (113)

2( 2)

イ 1

イ 4

イ 5

イ 6

口 1

口 6

(2)

(5)

(0)

(0)

(0)

(3)
計 242(155)

東楼 SB7802柱穴別木簡出土点数一覧



(8)   (7)楼
閣
建
物
Ｓ
Ｂ
七
八
〇
三
柱
抜
取
リ
　
ハ
六

⑩

　

□
其
其
其
其
其
其
其
」
　

　

　

　

　

　

　

（Ｎｅ

Ｘ
じ

溢

楼
閣
建
物
Ｓ
Ｂ
七
八
〇
二
柱
抜
取
リ
　
二
一

⑪

計

御
撫
嗽
畑
脚
艘
団
日
畢

闊

田

団
則

」
呂

「

『
　

　

　

　

　

　

」

］
］
Φ
×
瀾
∞
×
ト

⑫
　
「＜山〔剛
乾
人
＜」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］ｏ∞×］Ｐ溢

０
　
。
「
ｏ
義
□
」

。
「
ｏ
□
夜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ斐
∞受
Ｆ

楼
閣
建
物
Ｓ
Ｂ
七
八
〇
二
柱
抜
取
リ
　
二
四

・
大
殿
守
四
人
　
　
□
□

・
大
殿
所
四
人
　
　
右
五
人
　
　
　
　
　
　
（Ｎじ
益
反
Φ
霞
＊

名
玉
□
鳥
島
　
□
□

。
「　　　　　一わ「一一一五人一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（⇔∞）〉〈∞〉〈］
　
〇∞Ｐ

「牛
養
　
金
麻
呂
　
東
　
　
　
　
　
　
　
　
（重
Ｉ
Ｐ巽
∞
目

□
月
十
七
日
付
牛
甘
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
益
泉
∞
ｏお

「
＜
丹
後
国
竹
野
郡
木
津
郷
紫
守
部
与
曽
布
五
斗
＜
」

］
∽
Φ
×
∞
⇔
×
∞
　
Φ
∞
μ

〔郷
力
〕

進
上
回
米
六
斗
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｅ
Ｘ
ｅ
Ｘ
ω
昌

「物
物
部
虫
万
呂
物
部
人
万
呂
物
物
　
　
　
（中υ
Ｘ
じ
巡

ｏ解

。
「天
平
勝
賓
□
年
□
月
十
二
日
合

九
好
醍
陥
脱
臨
畔
Ｔ
九
刊
雄
注
丸
子
友
依
　
　
」

〔文
力
〕

名
朗
子
朋
祖
妖
刊
大
田
耐
崩
青
期
如
宅
麹
箸
鞠
千

」
Ｐ
Φ
］
×
∞
Ｐ
×
伽
　
ｏ
Ｐ
岸

1977年以前出上の木簡

「留
散
位
石
村
角
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□
□
□
所
牒
図
書
寮

〔発
力
〕

□
遣
如
件
□
以
状
□

呻
μ
釦
×

洋
∞
×

∞
　

ｏ
μ
〕

Ｏ
Φ
μ
＊

〇
〇
〕
＊
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⑫

　

「
＜
日
下
部
上
麻
呂

④
　
　
‐
×〔印
灯
�
郡
征
士
養
物
銭
六
百
文

働

　

都
々
美

釣

　

□
万
呂

楼
閥
建
物
Ｓ
Ｂ
七
八
０
二
柱
抜
取
り
　
二
五

一い
一　
・
□
□
□
□
解
申
回
□
回
□
□
□
　
　
　
　
」

．
□
　
祢
万
配
剛
欲
醜
珠
女
回
□
□
□
回
□
」

働
　
・
□
□
　
廣
道
　
人
成
　
大
□
」

。
五
人
　
常
鯨
際
酢
己
十
五
日
」

い
　
。
「牛
甘
　
真
足
　
廣
道
　
大
食

Ｌ
合
四
人

の
　

荒
嶋

合
二
人

⑩
　

勝
賓
五
年
正
月

奮

Ｘ

囀
受

”

愚

含
出
）
×
一こ
メ
ヽ

８
０

（０
０）・Ｘ
（〕ω）
Ｘ
母
　
⇔∞
μ

Ｏ
⇔
四

令
ａ
）
メ
（ＰＮ）
×
〕

８
Ｐ

含
ｏ
ヽ
）
Ｘ

牌
∞
Ｘ
ド
　
０
中
Φ

含
↓
『
）
×
や
脅
Ｘ
ヽ
　
ｏ
〕
Φ

（
Ｈ
∝
”
）
×

（
中
伽
▼
Ｘ
０
　
０
∞
Ｆ

命
じ

‐×
０
メ
］

ｏ
解

・　
□

。
×
年
正
月
廿
八
日

・
春
部
気
万
呂

。　
□
□
回
□

□
　
口
　
　
　
（裏
面
天
地
逆
）

ｏ
□
　
日
下
部
久
治
良
□

・
□
計
　
　
□
□
□
　
　
　
□

「
＜
県
馬
養

「
く
　
　
　
＜
　
＜

湯
坐
連
野
守
　
」

「
＜
衛
門
府
」

日
久
米
国
□

進
衣
」

鵡
鮎
昨
万
呂
醍
ヵ〕

「
＜
大
聴

大
□麻
力
〕

（
Ｐ
Ｎ
枷
）
×
ｐ
∞
×
Φ
　
一ｏ
∞
い

（柱
ｅ
×
館
ｘ
い

寓
Ｐ

含
岳

）
×
巌

×
中

０
欝

（
μ
頓
φ
一）
×

Ｐ
⇔
Ｘ
点
　
Ｏ
ω
や

〕
羽
０
×
∞
Ｎ
Ｘ
卜
　
ｏ
∞
ト

中
や
φ
Ｘ
い
頓
×
卜
　
ｏ
懲
〕

０
０
学

（中０い）
※
一】ヽ
Ｘ
卜
　
０中Φ

（薫
ｅ
ｘ
金
じ
ｘ
ω
　
ｏ∞！

含
３
）
ｘ
Ｓ
Ｘ
卜

３
０
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〔
始
姶
力
〕

④
　
。
□
□
□
殆
姶
始
始
殆
」

・
口
□
　
　
　
　
　
　
」

楼
閣
建
物
Ｓ
Ｂ
七
八
０
三
柱
抜
取
り
　
一〓
〈

⑫

　

「
＜
衛
門
府
」

⑬

　

「
＜
授
刀
所
　
小
竹
七
十
」

⑭

　

「
＜
春
日
部
国
勝

ω

　

「益
□

④
　

□
丈
部
〔若
力
〕

□
足

矢
田
部

ω
　

倉
橋

⑩

　

栗
田
禾
□

〔廣
力
〕

ω
　
　
口
□

□
　
合
□

出
土
し
た
木
簡
は
衛
門
府
と
の
関
連
性
が
強
い
。

1977年以前出上の木簡

（
中
伽
じ

×
μ
Φ
×
Ｐ
　
ｏ
μ
Φ

μ
μ
『
×

｝
卜
×

∞
　

ｏ
∞
］
＊

牌
牌
Φ
×

Ｐ
∞
×

卜
　

ｏ
∞
］
＊

含

囀
μ
）
×

｝
∞
×

∞
　

ｏ
∞
Φ

含

牌
じ

×

牌
ｏ
×

〕

ｏ
伽
｝

Ｏ
Φ
滓

Φ
Φ
〕

Ｏ
Φ
牌

〇
〇
Ｐ

Ｏ
Φ
〕

Ｓ
Ｂ
七
八
〇
二
の
近
く
に

衛
門
府
関
係
の
施
設
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
衛
門
府
の
守
衛
す
る
対
象
は
大

極
殿
院
南
門
Ｓ
Ｂ
七
八
〇

一
で
あ
ろ
う
。
⑬
に
は
、
「授
刀
所
」
と
い
う
記
載

も
見
ら
れ
、
衛
門
府
の
下
部
組
織
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
常
食
の
請
求
に
関

わ
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
氏
で
は
な
く
名
前
が
記
載
さ
れ
る

傾
向
が
あ
り
、
衛
門
府
所
轄
と
い
う
こ
と
か
ら
門
部
の
常
食
請
求
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
衛
士
に
関
連
す
る
木
簡
も
散
見
す
る
。

ま
た
、
貢
進
物
の
荷
札
木
簡
が
少
な
い
こ
と
、
個
人
名
の
み
を
記
し
た
木
簡

が
見
ら
れ
る
こ
と
、
削
婿
も
多
く
出
土
し
、
そ
の
中
で
は
働
④
⑪
な
ど
の
よ
う

に
個
人
名
を
抹
消
し
た
も
の
が
目
立
つ
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
木
簡
に
よ
る

活
発
な
業
務
活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

そ
の
他
、
天
平
勝
宝
五
年

（七
≡
こ

の
記
載
を
も
つ
断
簡
⑩
や
、
同
年
六

月
に
は
改
姓
さ
れ
る
丸
子
氏
の
一
族
名
と
か
か
わ
る
と
み
ら
れ
る
習
書
簡
働
な

ど
か
ら
、
Ｓ
Ｂ
七
人
〇
二
の
廃
絶
は
天
平
勝
宝
五
年
の
前
半
と
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
七
三
』

（
一
九
七
四
年
）

同

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
九

（
一
九
七
三
年
）

同

『平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
�

（
一
九
八
二
年
）

（馬
場
　
基
）
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